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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の74  ～　「ももいしいちご」収穫最盛期（ＪＡ十和田おいらせ）
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　青森県農協青年部協議会（以下、県青協）では、コロナ禍で青年部活動が制限されるなか、1,200
名の盟友とともに歩みを止めずできる活動を継続するべく取組んだ。

１．課題解決への取組み
　各青年部では、盟友一人ひとりが営農や地域活動を進めていく上での課題や疑問点を整理し、
盟友同士で解決策を検討した「ＪＡ青年組織の政策・方針集（ポリシーブック）」を作成（見直し）
している。
　県青協のポリシーブックでは、地域における担い手不足、青年組織への未加入などの課題を認
識しており、青年組織の仲間の拡大のため、積極的な活動等の紹介による新規就農者等への興味・
関心につなげることとしている。また、一般消費者に青森県農業への理解促進に取組むこととし
ている。

２．情報発信の強化
　今年度より、「インスタグラム」と「フェイスブック」のアカウントを取得し、青年部の盟友
拡大と、一般消費者への青森県農業への理解促進を目的に、「あおもり農業男子」の企画に取組
んだ。
　各単組の代表者７名の農業男子による青年部活動の紹介やより身近に感じていただくため農作
業等のＳＮＳ投稿を行った。
　結果、農業男子の作る農産物を抽選でプレゼントすることもあり、多くの方々に応援メッセー
ジ、投票を頂だいた。
　この企画は、県内３紙と産経新聞、ネットニュースにも取り上げられ、青年部活動の情報発信
と一般消費者への農業理解促進に、一定の成果を得ることができた。

　　 今 回 の 取 組 み で、 フ ェ イ ス ブ ッ ク の リ ー チ 数 は、　
　7,0 3 7人、 フ ォ ロ ワ ー 数 は、 イ ン ス タ グ ラ ム233人、　
　フェイスブック84人となった。

　来年度以降も、青森県農業と青年部活動への理解促進のため、参加型の農業体験・収穫体験等
を企画し、組織強化をめざす。

青森県農協青年部協議会

　去る2022年２月に、第29回ＪＡ青森県大会が開催され、「持続可能な農業と地域の実現～ 10年後
も元気な農業と地域を目指してさらなる深化を～」を主題とする県大会議案が決議されました。
　ＪＡバンク青森では、県大会決議案に呼応する形で、2022年度から３か年にわたり実践する
『ＪＡバンク青森中期戦略（2022～2024年度）』を策定し、この４月から取り組みを開始いたしました。
　今回のＪＡバンク青森中期戦略では、県内の各ＪＡが現状や課題、取り巻く環境等に応じて、「農
業」・「くらし」・「地域」の各領域でこれまで以上に、金融仲介機能を発揮することを柱に掲げてい
ます。
　例えば、農業の領域では、農業者向け融資の取組み強化に加え、増加する農業法人や農業者の経
営の安定・成長を支援することを通じ、農業所得の向上を目指します。
　また、くらしの領域では、県内地方銀行の合併を見据えた事業基盤の維持・競争力確保の観点か
ら、資産形成にかかる新たなサービスの提供を順次進めていくこととしております。
　そして、地域の領域では、ＪＡスマホ教室の開催等、これまでの信用事業の既存の取組みにとど
まることなく、地域の活性化に資する取組みも検討・実施してまいります。
　さらに、これらの機能を最大限に発揮するための土台である業務効率化、不断の取組みとして位
置付けている持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化、内部管理態勢の強化等への取組みに加え、新
たな戦略を担う人材育成にも引き続き取り組んでまいります。
　折しも昨年６月18日に閣議決定された規制改革実施計画では、農家所得向上の目標を含む自己改
革の方針等を各ＪＡが決め、改革を実践し、組合員の評価を踏まえて修正を繰り返す「自己改革実
践サイクル」の仕組みを構築することが明記されました。
　ＪＡを取り巻く金融経済環境は、依然として厳しい状況が続いておりますが、組合員・利用者の
ために信用事業が果たすべき役割の発揮は、ＪＡの自己改革実現の観点からも、ますます重要にな
るものと考えております。
　ＪＡバンク青森は、信用事業を通じた農業振興と地域活性化への役割を踏まえ、ＪＡ・農林中金
が一体となって「ＪＡバンク青森中期戦略」を着実に実践し、急速な環境の変化等に適時・適切に
対応するとともに、地域の課題に応じた新たな取組みにも果敢にチャレンジし、地域利用者から確
かな信頼を獲得できるよう取り組んでまいります。

ＪＡバンク青森

JAバンク青森における金融仲介機能の更なる発揮に向けて
～『ＪＡバンク青森中期戦略（2022～2024年度）』の実践～
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疲れた体もリンゴジュースにほっこり
あおもり桜マラソンにＪＡも協賛（４／ 17）

　青森市で初めてのフルマラソン大会となる「あおも
り桜マラソン」が開かれ、ＪＡ青森は大会に協賛し管
内のリンゴをＰＲするため、ゴール地点である青森県
観光物産館アスパムにブースを設けて参加ランナーに
リンゴジュース1500本を無料配布した。

ピーマン新規作付者説明会開催（４／８）
　ＪＡつがる弘前指導部指導課はＪＡ本店で、今年度新
規にピーマンを作付けする生産者を対象に作付説明会を
開催した。説明会では、同課生産係の職員が、定植まで
の作業の流れと必要資材や開催予定のセミナーについて
説明した。

リンゴ生育早まり作業前倒し
訪問日で組合員へ周知（４／14）

　ＪＡごしょつがるりんご共防連はＪＡ本店で、第１
回薬剤散布検討会を開催。管内共防組織のオペレーター
ら約50人が出席し、管内の生育状況と今期１回目の防
除日程、今後の防霜対策について認識統一を図った。
４月15日からの組合員宅訪問日に薬剤散布目安の臨時
情報を生産者へ配布した。

大好評の「花と緑の市」が開催（４／28～５／８）
　ＪＡ相馬村直売所「林檎の森」にて、例年大好評の「花
と緑の市」が連休中に開催された。初日は朝からお客様が
長蛇の列を作り、各々野菜や花の苗を買い求めていた。直
売所では様々なお客様の要望に応えられるよう同じ野菜で
も品種を複数揃え、育てやすい品種を扱うよう心掛けてい
る。
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Instagram開設記念キャンペーン（３／21 ～４／21）
　ＪＡ八戸ではＪＡの更なる認知度向上を目的に、インター
ネット交流サイト（ＳＮＳ）Instagram の開設記念キャン
ペーンを行った。　キャンペーンはＪＡのアカウントをフォ
ローし、「＃べじすけ」とタグ付け投稿すると、抽選で10人
にＪＡ八戸管内で生産された「まっしぐら10㎏」をプレゼン
ト。今後もＳＮＳを活用し、より幅広い世代へ情報発信し、
アピールを行う。

かまくらりんご掘り起こし（４／20）
　黒石市のＪＡ津軽みらい直売所「あっぷるはうす・
おふくろの店」の「かまくらりんごの会」会員10人は、
同市沖揚平地区で雪の中に埋め冬越させたリンゴ59箱
（20㌔／箱）を掘り起こした。「かまくらりんご」は今
年で15年目、即売会ではすぐに完売する人気商品。

まっしぐらの高品質・安定生産を目指す（４／26）
　ＪＡゆうき青森稲作生産部会は水稲育苗現地講習会
を天間林地区８カ所で開催し、生産者50名が参加した。
上北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室の講師
から今後の育苗管理と除草剤使用基準について説明が
行われた。

ＪＡゆうき青森
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絆４月号のＪＡ八戸の掲載内容に一部誤りがありましたので、お詫びいたします。正しい内容は下記のとおりとなります。
　誤：ＪＡ八戸野菜総合部会は、～販売金額64,665万円を目指す。
　正：ＪＡ八戸野菜総合部会は、～販売金額646,650万円を目指す。
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　ＪＡグループ青森四連の雪田徹会長は４月６
日、青森市の農協会館で年度始めのあいさつを
行った。在館団体の課長級以上の職員約50人が参
加した。
　雪田会長は、各団体へのこれまでの取り組みに
感謝の気持ちを述べた後、「皆さまのお力添えと
共に新年度も頑張って参りたい」と力強く抱負を
述べた。
　斉藤勝德副会長のガンバロー三唱でＪＡグルー
プ青森の一体感を高めた。

　青森県農協青年部協議会（ＪＡ青森県青協）は
４月12日、青森市で2021年度通常総会を開き、役
員およびＪＡ青年部長ら約30人が出席した。21年
度の活動報告や22年度の活動計画を承認。22年度

もＪＡつがる弘前青年部の成田啓輔さんを委員長
に選任した。
　昨年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で
県青年大会や交流会がＷＥＢ開催となってしまっ
たが、今年度は可能な限り実開催で実施し、盟友
相互の団結力を強化していく。
　また、22年度は同協議会が70周年を迎える。盟
友が一致団結し、記念式典を開催する。
　成田委員長は「農政活動の更なる強化と、ＳＮ
Ｓを使った積極的な情報発信を実施し、青年部に
求められることに真剣に応えていきたい」と決意
を述べた。
　副委員長は次の通り。
▽土岐元文（ＪＡごしょつがる青年部）
▽沼田泰昭（ＪＡおいらせ青年部）

　青森県ＪＡ女性組織協議会（ＪＡ青森県女性協）
は４月20日、青森市で2021年度通常総会を開き、

会長・副会長年度あいさつ

第68回女性協通常総会

ＪＡ青森県青協が総会
70周年記念式典開催に向け更なる団結へ

▲年度の抱負を述べる雪田会長

▲ガンバロー三唱する斉藤副会長と各団体代表ら

▲抱負を述べる㊧成田委員長と青年部役員ら

▲団結力強化を確認する参加者

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －
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提案した全５議案が承認された。
　参加者は検温と手指消毒を実施、座席間にアク
リル板を設置するなど、感染対策を行い、女性部
役員ら約90人が参加した。
　成田縫子会長はあいさつで「22年度は、３カ年
計画の「ＪＡ女性　想いをひとつに　かなえよう
クローバー」の取組み初年度。女性部員の想いを
共有することで、組織強化につなげたい」と意欲
を述べた。
　総会では、エルダーミセス部会の廃止も承認、
代表の齊藤きみさんに記念品を贈呈した。同部会
の会員は今後「きらきらサークル」が開く研修会
等に参加する。

５月
　11日　　　定例理事会（県農協会館）
　11～12日　初級職員研修会（県農協会館）
　11日　　　県ＪＡ女性協定例理事会（県農

協会館）
　11日　　　県参協総会・定例会・研修会（青

森市　海扇閣）
　16日　　　東北北海道地区ＪＡ女性協通常

総会・第１回会長・事務局合同
会議（県農協会館）

　16日　　　資産査定基礎研修会（県農協会
館）

　18日　　　県農協生活指導員連絡協議会通
常総会・研修会（県農協会館）

　18日　　　県ＪＡ農業労働力支援センター
連絡協議会（県農協会館）

　18日　　　ＪＡグループ青森四連農業者支
援事業担当部課長会議（県農協
会館）

　19日　　　県 JA直売所協議会（県農協会
館）

　19～20日　中堅職員研修会（県農協会館）
　20日　　　農業労働力確保作業部会（県農

協会館）
　20日　　　新規就農者支援対策作業部会

（県農協会館）
　23日　　　内部監査・リスク管理担当部課

長・担当者会議（県農協会館）
　27日　　　担い手対応活動推進会議・担当

者研修会（県農協会館）

６月
　３日　　　次世代リーダー育成研修会オリ

エンテーション（県農協会館）
　３日　　　営農担当部課長会議（県農協会

館）
　６日　　　県ＪＡ女性大会（県農協会館）
　７～８日　監督者研修会（県農協会館）
　９日　　　定例理事会（県農協会館）
　９日　　　県ＪＡ協議会通常総会（青森市　

ホテル青森）
　10日　　　県ＪＡ直売所協議会（県農協会

館）

行事（５／10～６／10）

▲記念品を贈呈される齊藤さん㊧

▲あいさつする成田会長
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　ＪＡバンク青森は４月19日、青森市で2022年度
ＪＡバンク青森推進大会を開催し、県内ＪＡ役職
員約80名が参加した。
　大会は、新型コロナウイルス感染防止対策を講
じ、規模を縮小して３年振りの開催となった。
　開会にあたり、ＪＡバンク青森運営協議会雪田
徹議長が「自己改革に終わりはなく、我々ＪＡバ
ンク青森、そしてＪＡグループ青森は、農業振興
と地域活性化への役割を発揮し、農業者や地域の
方々から「無くてはならない存在」との評価を勝
ち取り、それをしっかり発信していかなければな
らない。」と挨拶。
　また、今年度からスタートする『ＪＡバンク青
森中期戦略（2022 ～ 2024年度）』の概要が報告さ
れ、ＪＡを取り巻く実情に応じて、「農業」・「く
らし」・「地域」の各領域でこれまで以上に金融仲
介機能を発揮し、地域利用者から確かな信頼を獲
得できるよう取り組んで
いくことを確認するとと
もに、Ｊ Aおいらせ沖
澤繁弥組合長が読み上げ
た大会宣言を採択した。
　最後に、斉藤勝德副議
長が「ＪＡバンク青森中
期戦略」に真摯に取り組
み、果敢にチャレンジし
ていくことが、組合員・
利用者の期待に応え、さ
らには、青森県の農業の

発展と地域貢献につながる。」と挨拶し閉会した。
　大会では、2021年度の県域表彰が行われ、優績
ＪＡ表彰でＪＡおいらせ、優績店舗表彰でＪＡつ
がる弘前 弘前中央支店が最優秀賞を受賞した。
　県域表彰の受賞ＪＡと受賞店舗は次のとおり。
【優績ＪＡ表彰】
　最優秀賞 ＪＡおいらせ
　優秀賞　 ＪＡ青森  
　奨励賞　　ＪＡ八戸
【優績店舗表彰】
　最優秀賞 ＪＡつがる弘前　弘前中央支店
　優秀賞　　ＪＡ十和田おいらせ　ももいし支店
　奨励賞　　ＪＡ青森　本店
　敢闘賞　　ＪＡ十和田おいらせ　むつ支店
　　同　　　ＪＡおいらせ　本店
　　同　　　ＪＡ十和田おいらせ　横浜町支店
　　同　　　ＪＡ八戸　下長支店
　　同　　　ＪＡ青森　中央南支店
　　同　　　ＪＡ青森　大野支店
　　同　　　ＪＡ十和田おいらせ　十和田湖支店

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

2022年度
ＪＡバンク青森推進大会を開催

▲県域表彰を受賞したＪＡならびに店舗の代表者

行事（５／10～６／10）
農林中央金庫
５月
　10日　　 貸出事務手続研修（県農協会館）
　11～13日 貯金・為替初任者研修（＊）
　16日　　 国庫金研修（＊）
　17～18日 信用事業新任管理者研修（＊）
　19日　　 不正不祥事未然防止研修（＊）
　20日　　 内部管理態勢向上研修（＊）
　23日　　 貯金・為替初任者研修（＊）
　24日　　 窓口応対研修（県農協会館）
　25日　　 融資初任者研修（＊）
　26日　　 窓口ライフイベントセールス研修

（＊）
　27日　　 国庫金研修（＊）

６月
　６日　　 内部統制の基本研修（＊）

　７～８日　信用事業マネジメント実務強化研
修（県農協会館）

　８～９日　信用事業新任管理者研修（＊）
　10日　　 青森県ＪＡ信用担当部課長会議

（県農協会館）
　　　　　　　　　　　　（＊）はウェブ会議

農協電算センター
５月
　11日　　 定時取締役会（県農協会館）
　16～27日 窓口端末機操作研修（貯金・ＯＴ

Ｍ）・３回開催（県農協会館）

６月
　３～10日 窓口端末機操作研修（貯金・ＯＴ

Ｍ）・２回開催（県農協会館）
　９日　　　臨時取締役会（県農協会館）
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　青森県りんご共同防除連絡協議会・共済会は４
月７日、青森市の県農協会館で第67回総代会を開
き、令和４年度計画を承認した。近年、農薬散布
中の事故が多発していることを受け、昨年度に引
き続き「スピードスプレーヤ等傷害事故防止運動
の推進強化」を最重点事項とし取り組むこととし
た。安全作業研修会の実施や、各園地にのぼり等
を掲示し、安全対策の普及啓発活動を実施する。
また、「病害虫防除推進強化運動」や「若手オペレー
ターの育成などによる組織の強化」についても重
点事項に位置づけ、地区共防連との密接な連携の
もと、取り組みを進めることとした。
　葛西範正会長は、３年産の病害虫発生状況につ
いて「各共防において、適期適正散布が実施され
たことで、黒星病の発生は少なく推移した」と振
り返った。また「傷害事故防止運動で安全に対す
る意識を高めて欲しい。組織一体となり事故防止
に努めていきたい」と協力を求めた。
　共防組合活動の発展に貢献した１団体、５個人
に共防功労賞を贈呈した。受賞者は次の通り。かっ
こ内は地区連名
▽共防功労賞
【団体】駒の台共同防除組合（大鰐）
【個人】有馬修治（浪岡）
　　　　柴谷松雄（つがる市柏）
　　　　西澤　正（岩木町）
　　　　佐藤幸雄（津軽みらい黒石農協）
　　　　堀内重男（南部町南部）

　ＪＡ全農あおもりが協賛する「2022あおもり桜
マラソン（主催：青森市、（一財）青森陸上競技
協会、あおもり桜マラソン実行委員会）」が４月

17日、青森市で開かれた。
　フィニッシュゲートが設置された青い海公園
（青森市）にスポンサーブースを出展し、青森い
きいきやさいレディの２人がランナー 1000名を
対象に「県産品ふるまいセット」を配布した。
　ふるまいセットは、青森米「青天の霹靂」を使
用した「おにぎり」・「カットりんご（サンふじ）」・
「ながいもフィナンシェ」・「県産牛乳」・ジュース
「青森の桃100」・全農あおもりアグリショップ青
森店で使用可能な「500円クーポン券」の全６種
類を詰合せしたもの。
　受け取ったランナーからは「たくさんもらえて
嬉しい」「おにぎりが美味しかった。もっと食べ
たい」等のコメントが寄せられた。
　全農は食を通じてアスリートをサポート・応援
する取り組みを進めている。同イベントへの協賛
はその一環で、他にも卓球やサッカー等のサポー
トもしている。

県りんご共同防除連絡協議会・共済会　
第67回総代会を開催

2022あおもり桜マラソンに協賛

▲総代会の開催にあたりあいさつする葛西会長

▲ランナーに配布する青森いきいきやさいレディ

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

行事（５／10～６／10）

５月
　11日　　　運営委員会（県農協会館）

６月
　９日　　　運営委員会（県農協会館）
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JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

　ＪＡ共済連青森は３月29日、青森県免許セン
ターで青森県警察本部に対し交通安全教育車（ふ
れあい号）搭載機器を寄贈した。
　この活動は、地域住民の交通安全意識の高揚と
交通事故の未然防止を目的としている。
　寄贈式では、ＪＡ共済連青森福士雅巳本部長か
ら青森県警察本部櫻井美香本部長へ目録が手渡さ
れた。
　櫻井美香本部長から「青森県の交通事故件数は
年々減少傾向にある。たくさんの企業や団体が
日々交通事故防止に取組んでくれているからであ
る。ふれあい号に搭載されているたくさんの機能
を小さい子供からお年寄りまで幅広い世代に体験
してもらいこれからも交通事故の減少に努めてい
きたい。」と感謝の言葉が述べられた。

　ＪＡ共済連青森は４月５日～８日、青森市の青
森県トラック協会大研修室と県農協会館におい
て、ＪＡ共済の基礎知識、共済仕組みのポイント
を理解し、お客様対応力の向上を図ることを目的
として、共済基礎知識研修会（基礎知識コース・
ＬＡ推進活動コース）を開催した。新任ＬＡ（ラ
イフアドバイザー）・共済担当者・スマイルサポー
ターを対象として４日間で計187名が参加した。
　同研修会では「共済事業に関する基礎的知識」
「ひと・いえ・くるまの仕組みのポイント」等の
研修を受講した後、知識の習得を目的に理解度確
認テストを行った。
　参加者は今年度の共済推進に向けて意欲的に研
修に取組んでいた。

　ＪＡ共済連青森は４月５日、八戸市営バス旭ヶ
丘営業所で「ＪＡ共済ラッピングバスの運行式」
を行った。交通事故未然防止活動の一環として、
地域住民の交通安全思想の啓蒙を図ることを目的
としている。
　スローガンをカラフルなイラストで車体側面と
フロントにラッピングしたバス３台を活用し、歩
行者の歩きスマホと危険運転の根絶を訴え、来年
３月まで交通事故防止を呼び掛ける。
　運行式では、ＪＡ共済連青森福士雅巳本部長か
ら「地域の方々の交通安全に対する意識向上と交
通事故の未然防止に貢献し、１件でも交通事故が
少なくなることを願っています」とあいさつが
あった。
　その後、運行の無事を祈って関係者らがテープ
カットを行った。
　交通安全スローガンをテーマに掲げたスロー
ガンは「反射材光って目立って金メダル」「自転
車のすり抜け飛び出し事故のもと」「あぶないよ
青でもきちんとみぎひだり」「手を上げる子ども
はあなたを信じてる」「とうげこうよそみおしゃ
べりきけんがいっぱい」「ゆるさないハンドル・
スマホの二刀流」「自転車もルールを守るドライ
バー」「手を上げて運転手さんにごあいさつ」「ス
マホじゃない見るのは前でしょ周りでしょ」の全
９種類。

　ＪＡ共済連青森は４月15日・18日にＪＡの本
店・支店の新任ＬＡ（ライフアドバイザ－）・
共済担当者・スマイルサポーターを対象とした
「Lablet's 操作研修会」を県農協会館で開催した。
　Lablet's を活用し、ペーパーレスおよびキャッ
シュレス契約締結手順の習得を目的として開催
し、15日に25名、18日に30名参加した。
　研修内容は、午前は座学を中心にコンプライア
ンスや Lablet's 導入の目的、基本操作などを学
習し、午後はコロンブスの各種機能と契約申し込
み手続き等の操作実習などを行った。
　参加者はこれからの共済推進を充実したものに
するため熱心に研修会に臨んでいた。

交通安全教育車（ふれあい号）
搭載機器寄贈式の開催

共済基礎知識研修会
基礎知識コース・ＬＡ推進活動コースの開催

交通安全ラッピングバス運行式の開催

Lablet's 操作研修会の開催

▲寄贈する福士本部長（右）と櫻井本部長（左）

▲運行式のテープカットを行う関係者
左から、八戸地区交通安全協会　西村専務、
ＪＡ八戸　小原常務、ＪＡ共済連青森　福士本
部長、八戸市交通部　田中次長、青森県警察本部　
津島交通企画官

▲意欲的に取り組む参加者
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　ＪＡ共済連青森は４月８日、青森市の県庁で
ＪＡ共済連青森主催の書道・交通安全ポスターコ
ンクールの令和３年度最優秀作品をプリントした
クリアファイルを県内各小・中・特別支援学校に
寄贈した。
　寄贈式では、ＪＡ共済連青森福士雅巳本部長か
ら青森県教育庁学校教育課の高橋英樹課長にクリ
アファイルが手渡された。
　福士本部長は「一人でも多くの児童や生徒に文
化支援活動として、小中学生の書写教育と交通安
全思想を広め、より関心を持ってもらい、創造性
を磨いてほしい」と述べ、高橋課長は「良質の作
品に触れ、意識を高め、相互扶助や思いやりの精
神を培うきっかけとなる」と感謝した。
　この活動は、文化支援活動および交通事故未然
防止活動の一環として、平成27年度から実施して
おり、今年度は95,000枚を寄贈した。

　ＪＡ共済連青森は４月11日～14日、県農協会館
において、今年度より新たに任命を受けたＬＡ
( ライフアドバイザー ) を対象とした基礎研修会
１を開催し、23名が参加した。

　同研修会はＬＡとしての推進活動に必要な心構
えや、電話対応・初期訪問等を想定した実践的な
お客様対応のマナーや共済プランの提案方法の習
得を目的に行われた。
　今年度より共済の推進活動を担うＬＡとして新
たな職務を行う参加者は、現場における効果的な
共済の推進活動を行っていくために、講師の説明
に耳を傾けていた。

　ＪＡ共済連青森は４月13日、青森県警察本部と
連携して、七戸町立七戸中学校で「生徒向け自転
車交通安全教室」を開いた。
　この教室では、スタントマンが危険な自転車走
行に伴う交通事故の実演により、事故の衝撃や恐
ろしさを実感することで、ルールやマナー違反が
交通事故を招く危険性があることを考え、自転車
交通ルールの理解と実践を呼びかけている。
　参加した生徒約160人は、スタントマンによる
交通事故場面の再現で、自転車運転中やトラック
の内輪差での巻き込み事故を目の当たりにして、
事故の恐ろしさを実感していた。
　参加した生徒の代表は、「交通事故場面の再現
を見て、その恐ろしさを知り、今まで以上に気を
引き締めて交通ルールとマナーを守っていかなけ
ればいけないと実感した」と述べた。
　５月20日にむつ市立むつ中学校、６月21日に大
鰐町立大鰐中学校、同24日に鶴田町立鶴田中学校
で実施を予定している。

行事（５／10～６／10）
５月
　11日　　　運営委員会（県農協会館）
　　　　　　収納・共済資金管理事務基礎研

修会（県農協会館）
　12日　　　J-SMILE 研修会／「窓口の基

本」編（県農協会館）
　13日　　　共済担当管理者研修会（県農協

会館）
　18～19日　共済事務インストラクター養成

研修会（県農協会館）
　20日　　　自転車交通安全教室（むつ市立

むつ中学校）
　24日　　　共済代理店新任担当者研修会

（県農協会館）
　30～31日　J-SMILE 研修会／「自動車」

編（県農協会館）

６月
　１日　　　共済代理店担当者研修会（県農

協会館）
　7～8日　J-SMILE 研修会／「長期」編（県

農協会館・トラック協会）
　９日　　　運営委員会（県農協会館）
　９～10日　共済事務処理担当者研修会（県

農協会館）

文化支援活動クリアファイル寄贈式の開催

自転車交通安全教室の開催

新任ＬＡ研修会１の開催

▲寄贈したクリアファイルを持つ高橋課長（左）と
福士本部長（右）

▲講師の実践的マナーの説明を受ける参加者

▲事故を再現するスタントマン

▲熱心に研修を受ける参加者
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　ＪＡグループ青森四連では、中央会農業対策部を総合窓口とする「県域担い手サポートセンター」機能
を活かし、農業者の所得増大、農業振興に関する課題解決に向け、ＪＡが主体となって取組む農業者支援
について連携し、令和４年度も引続き支援していく。
　今回は、令和４年度に取組む農業者支援事業に関する基本方針のうち、主な項目を紹介する。

１．強固な農業生産基盤の構築へ向けた担い手支援と農業労働力確保支援　
　（１）新規就農者支援パッケージによる新規就農者の育成・確保支援
【目標】
　ＪＡ版新規就農者支援パッケージの策定をはじめ、受入体制の構築および県全体での新規就農者
の年間300名以上の確保
【実施内容】
①　新規就農者については、県全体で年間300名以上の確保に向け、各ＪＡの状況に応じ「ＪＡ版
新規就農者支援パッケージ」の策定等、受入体制の構築や募集方法、育成計画、就農後のフォロー
等の実践の取組みを支援する。

②　実務研修会や情報提供を通じて担当職員の育成に取組む。

　（２）事業承継による後継者確保支援
【目標】
　「第三者承継」および「親元就農」支援にかかる体制の構築
【実施内容】
①　第三者承継のすすめ方について、ＪＡ毎に協議、方向付けを行い、必要に応じて、受入協議会
の設立手続きや経営承継者のリストアップ等、農業経営承継にかかる体制構築を支援する。また、
モデルＪＡでの「第三者承継受入協議会」の運営について継続して支援する。

②　事業承継支援、特に親元就農支援にかかる具体的内容を検討するため、新規就農者支援対策作
業部会の運営や他県における取組事例習得のための先進地視察研修を実施する。

③　新規就農者を対象とした現地研修会を継続実施する。

　（３）多様な農業労働力確保支援
【目標】
　農家組合員が求める働き手の確保と効率的なマッチング手法の確立および農業者の雇用意識変革
【実施内容】
①　「青森県ＪＡ農業労働力支援センター」において、働き手である求職者をより多く集めるために、
「青森県農業労働力求人マッチングサイト」の活用推進や様々な広告媒体を使った求職者募集を
企画する。
　　また、ＪＡにおけるマッチング率向上対策に関する情報交換や新たな取組みを検討するため、
農業労働力確保対策作業部会の運営や他県における取組事例習得のための先進地視察研修を実施
する。
　　さらには、チラシ等広報資材の作成により、農業者に対する雇用意識変革に向けた啓蒙活動を
継続するとともに、ＪＡにおける労災推進について支援する。
②　パートナー協定を締結した人材派遣会社と連携し、働き手の迅速な確保や監理団体と連携した
外国人技能実習制度や特定技能制度の活用および適正な運用に向けた支援を行う。
③　ＪＡが行う無料職業紹介事業の機能強化を図るため、農作業体験会、農福連携、人材バンク制
度（農業応援隊）等、求職登録者増加対策についてＪＡとともに取組む。また、観光業者等の副
業による農作業活動について検討する。
④　援農ボランティア活動の拡充等により、農繁期の補助労働力確保、農業者の雇用意識変革に向
け取組む。

２．農業者の所得増大と農業生産拡大への取組み
　（１）消費者との信頼を築く食の安全確保支援

実践  農業者支援
令和４年度　農業者支援事業に関する取組み
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【目標】
　ＧＨ農場評価制度を活用したＧＡＰの実践とＨＡＣＣＰに基づく衛生管理実施体制の確立による
食の安全確保の取組み
【実施内容】
①　ＧＡＰの実践については、ＧＨ農場評価員の育成および評価農場数を増加させる等、全農あお
もりと連携して進める。また、第三者認証ＧＡＰの取得については、希望するＪＡに対し全中に
よる経費助成事業等を活用しながらすすめる。
②　ＨＡＣＣＰ制度への対応が必要なＪＡに対し、体制整備状況を確認するとともに、必要に応じ
て専門家のアドバイスを得ながら実施体制の確立に向け、引き続き支援する。また、ＪＡによる
直売所へ加工品を出荷している組合員へのＨＡＣＣＰ制度の普及啓蒙についても支援する。

　（２）ＪＡ農畜産物直売所を通じた所得増大への取組み
【目標】
　生産拡大・所得増大に向けたＪＡ農畜産物直売所でのニーズに基づく生産提案や店舗運営改善
【実施内容】
①　県産品のＰＲと消費拡大および消費者ニーズ把握のため、ＪＡ直売所協議会や関係機関と連携
したキャンペーンを継続実施する。
②　ＪＡによる売れ筋農畜産物の生産提案や店舗運営改善の取組みを支援する。

３．農業者の経営課題に対応した総合的な支援
　（１）営農指導事業強化に向けた階層別営農指導員の育成
【目標】
　多様化する組合員の要望に即応し、組合員からより信頼される営農指導員の育成
【実施内容】
①　各ＪＡにおける「営農指導事業機能・体制強化方針」策定および同方針に基づく営農指導員育
成計画等の策定について支援する。
②　高度専門的な人材を育成するため、「階層別営農指導員の育成体系」（初級、中級、上級）の確
立に向け取組むとともに、同体系に基づく研修会を実施する。
③　営農指導員としてのキャリア形成に必要な期間は、営農指導業務に従事できるような人事ロー
テーションや資格に応じた手当への反映等について、各ＪＡに働きかける。　

　（２）トータル生産コスト低減に向けた取組み
【目標】
　トータル生産コスト低減に向けた適正施肥や低コスト資材の普及拡大およびＪＡ振興品目への支
援等により、所得増大に向け取組む。
【実施内容】
　土壌分析を活用した適正施肥の推進や肥料の事前予約共同購入、農薬担い手直送規格および共同
購入トラクターの普及拡大を図るとともに、ＪＡ振興品目に対する作付支援に取組む。

　（３）農業者が実施する設備投資の資金対応
【目標】
　農業者の規模拡大、生産コスト低減の取組み、法人化・大規模経営化などにともなう農業者等の
多種多様なニーズに対し、出・融資業務（日本政策金融公庫受託貸付金、アグリビジネス投資育成
㈱の出資を含む）を通じた資金面におけるきめ細やかなサポートにより、農業所得の増大を後押し
する。
【実施内容】
　ＪＡが窓口となって行う出・融資の円滑な取組みを支援するとともに、農林中央金庫としても
ＪＡと一体となって出・融資業務に取組む。

　（４）農業リスク分野の保障提供の強化
【目標】
　個人農業者・農業法人の不安解消に向けた保障・サービスの提供強化
【実施内容】
　「農業」を「ひと・いえ・くるま」に続く第４の柱として位置付け、農業者を「個人農業者」と「農
業法人」に区分し、農業リスク診断活動を通じて農業者賠償責任共済のご案内などを通じたサービ
スの提供強化に取組む。

（中央会　農業対策部）
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日本農業新聞優績ＪＡ・通信員表彰
～令和３年度表彰結果について～

　組合員やＪＡの取組みを広く紹介するため、各ＪＡの通信員が自ら取材し、日本農業新聞に記事・写真
を送稿しており、令和３年度は合わせて813本（連合会を含めて1,018本）を数える。
　ＪＡ青森中央会では、通信員の意欲向上を目的に、毎年度、日本農業新聞への送稿実績（送稿本数、優
秀記事、優秀写真）に応じて、優秀な成績を収めた通信員等を称え、表彰を行っている。令和３年度の結
果は次のとおりである。なお、令和４年５月17日開催の日本農業新聞通信員会議において表彰する予定で
ある。

【優績ＪＡ表彰】

【優績通信員表彰】

※各表彰の基準については、次のとおりです。
●優績ＪＡ表彰
　最優秀賞・優秀賞・優良賞があり、前年度の年間送稿本数上位３ＪＡが対象。
●優績通信員表彰
・ 最優秀賞は、前年度の年間最多送稿本数ＪＡ通信員が対象。
・ 優秀賞は、日本農業新聞東北支所に審査していただき、優秀記事賞・優秀写真賞の２つの賞を決定。
・ 優良賞は年間送稿本数が50本以上か、新任のＪＡ通信員の中で最多送稿本数のＪＡ通信員が対象。
・ 特別賞（記事段数賞）（写真段数賞）は前年度の記事・写真10本以上の通信員のうち記事最多段数、
写真最多段数者が対象。

【参考】各ＪＡ通信員からの送稿本数の推移

（中央会　農業対策部）

組 織 農 政 通 信

各賞 ＪＡ名 寄稿数
最優秀賞 ＪＡ青森 157本
優 秀 賞 ＪＡ十和田おいらせ 119本
優 良 賞 ＪＡごしょつがる 101本

各賞 ＪＡ名 受賞者
最優秀賞（最多送稿本数賞） ＪＡ青森 長内　亨公（157本）
優 秀 賞（優秀記事賞） ＪＡ青森 長内　亨公
優 秀 賞（優秀写真賞） ＪＡごしょつがる 新谷　幸子

優 良 賞（送稿本数50本以上など）

ＪＡ津軽みらい 佐藤　優志（88本）
ＪＡ十和田おいらせ 谷坂　咲子（76本）
ＪＡおいらせ 織笠　祥子（72本）
ＪＡ八戸 田村　香穂（78本）

特 別 賞（記事段数賞） ＪＡ十和田おいらせ 谷坂　咲子（2.421段）
特 別 賞（写真段数賞） ＪＡ十和田おいらせ 谷坂　咲子（1.837段）

ＪＡ名 令和元年度 令和２年度 令和３年度
青森 35 121 157
つがるにしきた 40 33 47
ごしょつがる 14 15 101
つがる弘前 89 90 82
相馬村 23 19 21
津軽みらい 144 102 88
十和田おいらせ 133 118 119
ゆうき青森 28 52 47
おいらせ 80 66 73
八戸 100 74 78
合計 686 690 813
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１．はじめに

　自己資本比率が一定の基準を下回る金融機関への対応として「早期是正措置」があるが、この対象とは
ならないが改善の必要な金融機関に対して経営改善を促す仕組みとして2002年に導入されたのが『早期警
戒制度』である。
　当初の制度の考え方では、「足もとの収益指標」を基準として収益性の改善が必要な金融機関へ改善措
置を実施するものであったが、2019年に見直しが行われ「持続可能な収益性」や「将来にわたる健全性」
に着目した早期の経営改善を促すものとなった。
　そして、これがいよいよＪＡにも適用されることとなった。

２．早期警戒制度と収支予測

　本県総合10ＪＡの中で早期警戒制度の適用開始となるのは、令和４年３月に決算を迎える３月決算の７
ＪＡからとなる。
　早期警戒制度においては、前述のとおりこれまでの考え方が転換され、決算結果が指標を下回ったら改
善に着手するのではなく、５年後の収支予測を行ったうえで設定された経営指標を下回るＪＡに、経営改
善のためのヒアリング等を行い早期の対策を促す方向に舵が切られた。これは、悪化した結果をもっての
対策では手遅れになる、あるいは経営改善に時間がかかってしまうことへの危惧から、収支予測に基づく
「早め早めの経営改善」を意図したものであり、今後は各ＪＡとも自ら毎年収支予測を行って将来の経営
状況を見据えた対策を実施することが求められる。

３．自己改革工程表と収支予測

　令和３年６月に閣議決定された「農協改革を着実に推進するための規制改革実施計画」では、同計画に
基づいて作成した「自己改革工程表」をＪＡの総（代）会において事業計画の付属資料として承認を得る
こととなっている。その自己改革工程表に記載すべき事項には『自己改革を支える経営基盤の確立・強化
の取組み』があり、その中で「収支見通し・取組による収支改善効果等」が求められている。自己改革工
程表と中期経営計画は相互の整合性の確保が求められており、今後は「収支予測をもとにした経営改善計
画としての経営計画」として策定することが必要となってくる。

４．さいごに

　ＪＡの収支予測に関しては、毎年農水省に成行き収支シミュレーション等の提出を求められている。
ＪＡ全中等からは経営基盤強化にかかる事業戦略策定にかかる支援ツールや早期警戒制度対応ツールとし
て、収支シミュレーション等の作成支援ツールが提供されており、中央会・連合会は連携して、各ＪＡに
おいて収支予測実施への体制が確立できるよう支援をしていくことにしている。
　現時点で構想している支援の段階としては以下のとおり。
（１）ＪＡの決算確定数値を入手次第、成行き収支シミュレーションをＪＡへ提供する（予定：５月下

旬～６月）。
（２）財務モニタリングデータ確定後、成行き収支シミュレーションと機械的シミュレーションを提供し、

ＪＡにおける対策後シミュレーション（修正事業計画の原案）作成に活用してもらう（予定：８月～）。
（３）（１）（２）をもとにＪＡ役員や事業計画策定担当部署と認識を共有し、次年度の収支予測の作成

や事業計画の策定・修正に向けた支援を行う。
　以上の段階を踏んで、今後ＪＡが自律的に収支予測を行うとともに、予測から導かれる経営改善施策を
中期経営計画等へ反映していくことを、県域としてその実施に向けた支援をしていきたいと考えている。

（中央会経営対策部）

経 営 の 窓 口
収支予測で早め早めの経営改善を
～ＪＡ版早期警戒制度がスタート～
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あおもり
東北農政局通信

あおもり 東北農政局青森県拠点
地方参事官室

℡：017-775-2151

連絡先

令和２年 市町村別農業産出額（推計）（青森）
１位部門　津軽地方は米と果実、南部地方は野菜と畜産が占める

　令和２年青森県の市町村
別農業産出額１位部門の分
布をみると、東青、西北地
域は米部門、中南地域は果
実部門、三八、下北地域は
鶏部門、上北地域は野菜部
門が多くなっており、地域
の特徴がよく現れていま
す。　　
　県内順位では、弘前市が
１位（東北１位、全国10位）、
十和田市が２位（東北６位、
全国34位）、３位がつがる
市（東北８位、全国50位）
となっています。

図２　市町村別農業産出額（令和２年・青森）　

図１　１位部門の分布（令和２年）

「令和２年市町村別農業産出額（推計）データベース」では、知りたい県・
　　市町村を選択すると、「品目別」の農業産出額（推計）や県内・東北・
　　　　　全国の順位がすぐにご覧いただけます。

https://www.maff.go.jp/tohoku/stinfo/deta/gaku_R2.html
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育苗施設最盛　野菜苗安定供給へ

当ＪＡの育苗施設では、生産者への安定供給を目的として、野菜苗
の栽培管理を行っている。生産者の労力軽減と、生産意欲維持への貢
献を期待する。
育苗施設での作業は、引渡しの予定日から逆算して２月上旬のネギ
播種から始まり、順次トマト、スイカ、メロンなどの取扱を進める。
病気に対して丈夫な苗に仕上げるため、接木作業も手掛ける。今年新
たに着手し、試行錯誤して進めたスイカ苗の接ぎ木作業も、順調な発
根の様子に職員は胸をなでおろしている。年々注文数が増え、供給す
る苗の主力であるメロンは、今年30人の生産者から約７種、およそ４
万本の注文があっ
た。
４月上旬から苗の
供給が始まると、５
月にかけて複数品目
の接ぎ木作業と苗引

渡までの管理が重なり、繁忙期は８～10人のＪＡ職員ら
が土日も交代で管理にあたる。日々の天気、外気温、施
設内の温湿度に気を配り、苗の引き渡しを終える６月末
まで、繊細な管理を徹底していく。

農産物直売所「まるっと新鮮館」　特売日、毎月10日は「まるっと（10）の日」

　五所川原市にある当ＪＡの農産物直売所「まるっと新鮮館」は、2020年７月にリニューアルオープンし
た。これまで、彼岸の花特売や、農産物収穫後の即売会などを催し、季節に応じて地元利用者の生活に役

立つ運営を行ってきた。
　今年３月からは毎月10日を特売日として定め、地元の安心・
安全な農産物販売による直売所活性化に加え、新たな利用者
の獲得を目指して、商品の特売やイベントを企画する。
　４月10日は「スイーツフェア」を開催。出荷者が持ち込ん
だ、地域の伝統食である「しとぎ餅」や地元産リンゴを使っ
た「アップルパイ」などが店頭に並んだ。発売当初から人気
が高いオリジナルの特製キムチを特売で販売したほか、地元
で活躍するキッチンカーを呼んだことで、日頃とは異なる年
齢層、家族連れの姿が見られた。五所川原市在住という来店
客は「普段は通らないが、キッチンカーのＳＮＳ（インター
ネット交流サイト）を見て（直売所に）初めて来た」と話し、
キッチンカー注文の待ち時間に直売所内の買い物を楽しんで
いた。
　直売所のイベント企画を担当するＪＡ職員は「これからも
地域の皆様から愛される店舗づくりに努めていきたい」と意
気込む。

ＪＡごしょつがる NEWS

スイカの接ぎ木作業を進める職員

買い物を楽しむ家族連れ

育苗施設で管理するメロン苗
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農林中央金庫　青森支店
ＪＡリテール推進班

　　岡
おか

田
だ

拓
たく

斗
と

　さん

●プロフィール
2020年４月から勤務　兵庫県神戸市出身　24歳

輝き
働くきっかけは？ 

　大学で開催された就職説明会で、「農林中央金庫」のブースに立ち寄ったことがきっかけです。金融業界に興味があっ
たことや、もともとの生まれが、家の前に田畑が一面に広がる土地で、農林水産業に関心があったことなどから入庫
を志しました。　　　

業務内容を教えて下さい。 
　昨年度までは、ＪＡの各種実績の取りまとめや法人ＪＡネットバンクの推進などを担当していました。今年度から
は、津軽地区のＪＡのサポートや、個人向けＪＡネットバンク・アプリなどの個別商品企画を担当しています。　

働いた感想は？ 
　最も驚いたことは、若手のうちから大きな仕事を任せられるということです。仕事に責任を持ち、年齢に関係なく
価値ある仕事ができるようになりたいと思っています。　
　　　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　「日々成長すること」を心がけています。特に、今年度からは業務の幅がさらに広がったため、様々なことに積極
的に興味・関心を持ち、金庫の上司や先輩、ＪＡをはじめとした周りの方々に助けていただきながら、日々成長した
いと思っています。

特技・趣味は？ 
　クラシック音楽が好きです。学生時代はプロの音楽家になることが夢で、全国コンクールへの出場やプロの先生に
弟子入りするなど、様々な活動をしていました。社会人になってからは、ゴルフや野球、サッカーなどのスポーツに
ハマっています。　

あなたが自慢できることは？ 
　タコ焼きを作ることです。関西人として「タコ焼き作り」に関しては自信を持っています。

将来の夢は？ 
　業務内外で努力を重ねて、多くの人から信頼される人間になりたいと思います。　

　ＪＡ青森では、広報誌「結び」の中で、青森中央短期大学食物栄養学科との“コラボレシピ”を掲
載している。

　同コーナーは季節感や地元食材とのズレが課題
であった。そこで、レシピを通して管内の農産物
をＰＲするため、管内で採れ、手軽に購入できる
もので、そのとき旬を迎えるものを月ごとのメイ
ン食材として設定した。学生らは月ごとに指定さ
れた食材を使い、授業の中や希望した学生個人でレシピ考案に臨む。同校の浜中
幸美講師は「ＪＡさんとのコラボは良い刺激になり、学生たちが学ぶモチベーショ
ンにもつながっている」と話す。
　2022年度も同短期大学とのコラボレシピを掲載することが決まっており、今後
も広報誌を通じて管内農産物のＰＲと様々な世代への情報発信に力を入れてい
く。
　また、この取組を通して、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の目標12「つくる
責任つかう責任」、目標15「陸の豊かさも守ろう」の達成を目指す。

地元短大とのコラボレシピ すすめ！
ＳＤＧｓ！

広報誌「結び」で掲載しているコラボレシピ 

催事カレンダー
開催日時 ＪＡ名 イベント名 開催場所 問合せ先 備考部署 電話番号

５月14日（土）
試合開始９時00分～ ＪＡ全農あおもり

全農杯2022年全日本
卓球選手権（ホープ
ス・カブ・バンビの
部）青森県大会

スポカルイン黒石 広報宣伝総合課 017-729-8637
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■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

５月になり本格的に花舞う時期
となりました。私の地元の弘前市
でも桜が満開です（ただし桜の開
花が早いので５月号が発刊される

頃は、もう葉桜か？）。弘前公園では、ひさびさ
に桜祭りが５月５日まで開催されて、うれしいこ
とですが、飲酒も食べ歩きも禁止！であるため何
となく寂しい感じがあります。
連休に旅行の計画もしていないので、弘前公園
の夜桜を観にいったか？と思います。
それにしても世の中、コロナウイルスとか、ウ
クライナの戦争とか騒がしい状況がいつまで続く

のか気になるところ
ですが、この状況の
影響等による物価高
は皆様も気になるど
ころか、一番頭が痛
いことと思います。
私の通勤車はハイブリット仕様ですが車のガソリ
ン代、さらに自宅の光熱費（電気・水道・ガス・
灯油）、農作業機械の軽油代等も大いに気になる
ところです。一日でも早く物価がある程度まで落
ち着くことを心から祈るだけです。
それでは皆様、「SEE YOU ON JUNE!」（一）

　南部町玉掛地区の中野進也さんは、現在、ネギ１㌶、トマト40㌃を栽培している。以前は青果市場に勤
めていたが、30歳のときに農業への道に進んだ。長男だったことや将来的には実家の家業を継ぎたいとい
う思いからだ。
　「中学校卒業するまで、農家になるのが将来の夢だと話すのが恥ずかしくて嫌だった。しかし、高校時
代に自信をもって農家になりたいと話す友人と出会い、農業や農家への考えが変わった」と就農への思い
を振り返る。
　大学校時代には、トマトを専攻。他県の規模の大きさや温室ハウスでの機械化を体験できた他、管内の
トマト農家にお世話になりトマトの仕立てや使っている資材を参考にすることが出来た。前職でお世話に
なった農家の方々との出会い、交流が今の農業経営に活きているという。
　中野さんは「自分が作った農産物を『おいしい』と笑顔で食べてくれることがやりがい。今後もおいし
いと思ってもらえるものを作っていきたい」と話す。
　ネギやトマトが最盛期になると、ほぼ休みなしで働いているため、適宜機械化をすすめ、作業の効率化
を図り、収益を上げていくと意気込む。 （日本農業新聞・青森県版３月10日掲載）

み り ょ く 発 信

機械化し収益向上へ
南部町玉掛地区
中野　進也さん

機械化に向けて将来を見据える中野さん（青森県南部町）

　青森県弘前市十腰内地区でリンゴと洋ナシ栽培をする工藤澪寅（れいん）さん（19）は、就農して２年

目になる新規就農者だ。

　幼少期から農作業に取り組む祖父の姿に憧れ就農を決意。就農直後で、作業ごとの日数管理や金銭的な

管理など事務的な仕事も多く、奥の深い仕事だと感じている。

　現在は、ＪＡつがる弘前が主催する、農業後継者研修を受講し、農業の基礎を学ぶほか、各種セミナー

にも積極的に参加し、自分に合った栽培方法を模索している。

　今後の目標は、おいしいリンゴを生産すること、若手農業者を増やすこと。

　工藤さんは「農業に就くことをためらっている同世代がいたら、まずはやってみてほしい。農業は繁忙

期に休みがないなど大変なこともあるが、手間をかけた分だけ変化が目に見え、作業ごとに様々に模索す

るのは楽しいから」と話した。

誉
18歳で就

農

農業に挑
戦して欲

しい

剪定作業を行う工藤さん（３月12日、青森県弘前市にて）
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青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
T SUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
S E I T EN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MAS SH I GURA

 　　

FAX729-8803
26

JA 

0175 72 1433

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。
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